











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 序 論 土佐幡多荘における中世地域史研究の課題と目的
 
















































































































































































































































































































































































































                                        








































  第一部 金剛福寺の勧進活動と地域社会
 
   第一章 観音霊場―中世金剛福寺の成立
 

























 【史料１】土佐国幡多郡収納所行状案写 （４） 
幡多郡収納所
 





  恒枝領地一丁 石國領地五反
 

















                                      郡司散位惟宗朝臣 花押
 
                                     書生散位秦 良弘 花押
 
                                       収納使 花押
 





                                       郡司散位惟宗朝臣 
 
                                       書生散位八木宿袮 花押
 































   合百捌拾斛 〈募供僧六口〉
 
      在  〈法行寺三口、間崎寺三口〉
 
 







                             嘉応元年八月 日 金剛福寺住僧弘睿 上 
 






  伊南弐町  二町毎月観音講料浦國名 伊布里   
限北箕作谷  
  在     一町四季七ヶ日千手供料 恒時名  注日
限西切間河内峰  
   肆町   一町不動阿弥陀供 安末名 東限金柄崎
元久名 南限幡峰  
??
        二町正二月各七ヶ日夜御行并二季彼岸
 









































































































 本郷参町 浦國名壱町 字伊布里北
限箕作谷  恒時名壱町 限西切間河内崎  
    在
 
      山田郷参町 九樹名内本田 東限金柄崎  南限幡峰 
















正嘉二年十月 日   案主 図書允紀
 
   令散位藤原朝臣 花押   知家事中原
 



















































































                                        

































































































































正嘉元年四月 日  案主図書允紀景重
 


























































































金剛福寺六町〈加畠一丁定〉／以南 いなん村伊 い布里 ぶり名一丁／中村 なかむら内観喜 かんき丸 まる名一丁／同村内曾禰 そね村燈油畠一丁／具 ぐ同 どう村
布賀 ふか木 き名参丁在堺／香山寺五町肆段弐拾代〈加畠一丁定〉中村 なかむら内小塚 こつか大坪 おおつぼ一丁／具 ぐ同 どう村内早代 さよ長田 ながた一丁／同








     弘安四年五月 日  案主掃部允中原花押 
 
  












































































































   正応二年五月 日 案主掃部允中原（花押）
 





















可早任先例免除蹉 さ陀 だ御 み崎 さき金剛福寺供田畠拾町伍段事 
 
    中村 なかむら内歓喜 かんき丸 まる名／同村内曽禰 そね村灯油畠壱町／以南 いなん村三崎 みさき村伍段／同村内伊 い布 ぶ利 り名 在四至／具 ぐ同 どう村内布賀 ふが
??








正応二年五月 日 案主掃部允中原 花押
 
  令前大蔵少輔安倍朝臣 花押  知家事中原 花押
 






   右少弁兼皇后宮大進藤原朝臣 花押
 
   民部権大輔藤原朝臣 花押
 






















































  【史料６】一条 内実政所下文 （１１）
 
  政所下 幡多庄蹉跎御崎住侶等仰下條
 々
  一御祈祷事                 
 















   以前條々所仰如件、住侶等宜承知、敢勿違失、故下
 
               案主左衛門尉中原
 
































①具同 ぐどう村拾斛②敷地 しきじ村拾斛／③中村拾斛④平田 ひらた村柒斛／⑤山田村柒斛⑥宿 すく毛 も村柒斛／⑦大 おお方 がた郷柒斛 ⑧以 い






     正安二年十一月 日 案主左衛門尉中原花押 
 



































    第 三節 嘉元大検注と津倉渕の寄進
 













     （袖判）
 
  幡多庄具 ぐ同 どう村不断 ふだん丸名 まるみょう内津倉渕 つくらぶち壱所〈四至見検注帳〉、被寄付蹉陀山金剛福寺候、御家門繁昌無撓可被祈祷申之
由、前右馬権頭殿仰所候也、仍執達如件
 
    嘉元二年三月十二日 前淡路守重康
 















 【史料１０】土佐国具同村津蔵渕検田目録案写 （１７） 
  〈上書如此〉津倉 つくら渕 ぶち田畠坪付名寄進
 
  具 ぐ同 どう村 津倉 つくら渕 ぶち
 
    注進 嘉元々年御実検田畠以下目録事
 
    東限〈サカリ松〉   西限〈シラクツレノタワ〉
 





     新田五町四十五代〈年不三反〉
 
    畠成一町三反十五代〈三反ハ山神之内免之由申〉
 
    ワラヒウノ山坂四反
 




    平畠四丁六反卅代〈常者八反四十五代反は井家内免之由申〉
 
    山畠三反十代
 
    宮山坂四反〈常不二反廿但敷地近年押領云々〉
 










    右太略注進如件
 






















































   権大納言家政所下 土佐國幡多庄沙汰人百姓等
 
    可早任正嘉以下度々政所下文旨、依院主心慶律師勧進奉加造金剛福寺堂舎神殿以下用途事
 
    副下
 
     御奉加御教書
 
     正嘉政所下文
 









     前美濃守高階朝臣花押
 
     左少弁藤原朝臣花押
 
     治部大輔藤原朝臣花押
 










    奉加 金剛福寺造営料事
 
      官米壱佰斛
 
       延慶三年二月  日
 
??
           別当散位源 清兼 奉
 
   【史料１３】左衛門尉助親奉書 （２０）
 
    （源清兼）
 






    延慶三年二月十四日   左衛門尉助親奉
 























     九月廿一日    肥後守
 













































































   一蹉跎山四至〈東ハ窪 くぼ津 つ川ヲ限、西ハ箕宛 みあて川ヲ限〉
 














  一観喜 かんき丸 まる二町〈此外観喜ノウシロノ本田七段、澤の内ハ皆寺内也〉
 
  一大方郷浦 うら国名 くにみょう内田ノ口ニ一町
 
  一佐 さ宇賀 うかノ塩田三段
 
  一曽禰 そね灯油畠一町五段〈此外下ニ亀ノ甲五段〉
 














































































































































                                        

















































































































































丸、源宗定、源信康、源助□、藤一丸、松一丸、甲斐四郎左衛門尉、源盛房（花押）、７１ ５ ８ ２１ １  ３２ 数
 ２２  ０２  ４２ 計
















                             （ 写真３）結縁交名紙札 （６，７センチ×１２，２センチ） 





















































































                                        


































































































  定補船所職 〈付横浜〉事
 






      文永十二年三月 日 公文藤原（花押）
 





































 所の所管する場所であったと考えられる。（図３、二章、六二頁、参照）    
 



















     正安二年十一月 日 案主左衛門尉中原花押 
 
??















































































嘉元三年三月七日   右衛門尉定康
 

























      四月七日     権少僧都心慶
 












 第 三節 観音信仰と末寺飯積寺の役割
 
 









 【史料７】（飯積寺十一面観音像胎内銘） （２４） 
    観世      （梵字ア）      大願主梼檪房
 
   南無十一面   （梵字ア） 飯積寺 正応四年七月廿日 敬白
 




































                                        











                                         
 
























（１７） 『南部町史史料編』第２編文書史料二五四頁、南部町、一九九一年  
 
???







（２０） 『 「坂本遺跡」高知県文化財団埋蔵文化財センター発掘調査報告書第１０３集』、二二一頁、高知県文化財団、埋蔵文化財セン 
 






































































































                                        




















































一通 正 一条殿御寄進状 元応二年（一三二〇）三月十一日
 
一通 正 重御寄進状   康永二年（一三四三）十月廿七日
 














































     貞和五年六月十五日    公文家忠（花押）
 
                  下司道悦（花押）
 
















































      嘉慶二年五月廿五日（一三八八）          大史 小槻宿祢（花押）
 

















 【史料４】外宮役夫工米段銭納申状 （４） 
納申 外宮役夫工米段銭事、
 































































 第 二節 一条教房の土佐下向と入野氏
 
 






















































































































































































































         源之
 
???


































)    壱反  〈出一八代弐分、中
 〉
 












































































































































































































                                             
 








 第 一節 一条家の幡多荘直務支配と加久見氏
 
 





























































































  【史料５】蓮光寺鋳鐘勧進状 （９） 



























常楽寺道コシ三ケ所          清水村
 
一所 四十弐代 五歩  下ヤシキ     漁夫 新兵衛給
 
蓮光寺々中内外懸テ           同（清水村）同ゐ
 
???
 一ゝ（所）四十五代出壱代壱歩 下ヤシキ  蓮光寺
 
    阿弥陀堂           同（清水村）
 
一ゝ（所）五代 堂床           同し（蓮光寺）
 
    （中略）
 
市場                同（清水ノ村）新兵衛扣
 
































   土佐守宗孝（花押）
 
























  南佛 心慶 憂慶 隆慶 南慶 各尊位
 




  南佛   心慶   憂慶   隆慶    南慶        蹉跎山
 
霜月五日 五月三日 七月九日 十月八日  二月三日      代々之
 
???
   宥心    善慶    善雅  善快   尊海        別 當
 































































































   尺教  同廿八日
 
























































































































































































  第三章 四万十川（渡川）合戦と一条兼定
 






























































































  八月七日  康政（花押）
 













 【史料３】大友宗麟、義統連署状 （６） 





     （天正三年）
 
       八月十二日 義統（花押影）
 
             宗麟（朱印影１）
 








   （天正三年）              （朽網）
 
    九月八日                 鑑康 （花押）
 








                       （田原）
 
                         親賢 （花押）
 
???
                        （佐伯）
 
                         惟教 （花押）
 













































































































































































































































































































  【史料９】長宗我部元親書状 （２３） 
   今度西園寺殿御一致儀、併各御取成故候歟、令祝着候、於後々聊不有疎略之條、無御隔心御入魂所仰候、仍太
刀一腰馬一疋進入之候、猶使僧可申達候、恐々謹言、
 




    卯月十一日 元親（花押影）
 
   法華津播磨守殿
 
???














































































































































 第四章 中世爪 つま白 じろの仏教文化と東小路 とうこうじ氏
 





















































































































































































































 【史料１】「土佐国幡多郡爪白村地検帳」 （１８） 
一所、権現宮、二間三間
 
ヤクラノ下、    同村（爪白之村） 主作
 
一所、四十代弐分勺 上        覚夢寺分
 
シ□        同村（爪白之村） 衛門左右衛門□
 
一ゝ（所）六代 上 権現九月九日田  御直分
 
同しノ上      同村（爪白之村） 新五良扣
 
一ゝ（所）四十代 上         同し（御直分）
 
同しノ上      同村（爪白之村） 兵衛大良扣
 
一ゝ（所）壱反  下々        同し（御直分）
 
同し        同村（爪白之村） 右衛三良扣
 
一ゝ（所） 三代弐分  切畑     散田分
 
覚夢寺々中     同村（爪白之村）
 
???















 【史料２】「土佐国幡多郡爪白村地検帳」 （１９） 
   カクテシ寺中ノ辺リ   同村（爪白之村）同し（本東小路分）主作
 
  ①一ゝ（所）壱反四十五代 上   覚夢寺分
 
   （中略）
 
???
    同し（三良タ）ノ南
 
②一ゝ（所）壱反十代 出二五代 中 阿弥陀仏供田 
 


















































 【史料３】「土佐国幡多郡江ノ村地検帳」 （２２） 
                     同（久木ノ村）旧万福寺分 東小路殿ゐ
 
ウワヨコタ                  喜兵衛扣
 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































氏」『土佐史談』二三七号、二〇〇八年）   
 
四万十川（渡川）合戦と一条兼定
（ 「キリシタン史料から見た四万十川（渡川）合戦と一条兼定」 『土佐史
談』二四四号、二〇一〇年）
???
